






















るので，小学校においてはクラス運営がうまくいき，よ くまとまり， 男女の仲がよく なり，
とても明るくなることも発表されている。また，教室であま り目立たない子が意外な表現
をし，他の子どもから認められ，そのこ とですっかり 明るく なるなど，動きの表現活動に
より心の解放が成され自己開発もできるという教材の もつ魅力を発見することができる。
しかし， ダンス教材はその特徴を十分把握し，目的を明確にとらえた上で系統的に指導











































































6. レクリエーショナルなものを舞踊に求め，子ど もにも， 大人にも，だれにでも踊ら














ダンス教材の目ざすところは体育の目標に向って貢献する ζ とであり， 体育の一領域と
してダンスが体育のどの部分を受けもっているかを明確にとらえねばな らない。ダンスは

























6. 鑑賞をたのしみ， 美意識を深めることができる。 など，人間形成lζ大きく 役立た
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小学校ではダJスの授業はありました あ っ たなかった
か。 わからない
フォー クダンス









ダンスは好きか。 き ら し、
どちらでもない
従って，与え方によ り児




















































が， 子ども の方からそのこと にあてはま るようなこ とが偶然出て来た りする。それは来週
しよ うとして ももう出てこないかもしれない。すぐにそれをとりあげその方向に進み，今


























































現力，創造力とはならなし＇ o リズムについてもダンスとスポーツは似ている。 R・L・マ




体育 養護 体育 養護 体育 養護
コー ス コー ス コース コース コース コー ス
79名 97名 79名 97名 79名 97名
N % N % N % N % N % N % 
1タンス授業の経験があるか。｛ァ．ある 66 83 5 68 70. 1 75 94. 9 90 92. 8 69 87. 3 75 77. 3 
イ．ない 13 16. 5 29 29. 9 4 5 1 7 7. 2 10 12 7 22 22 7 
2その内容について ア フォークタンスだけ 68 86. 1 65 67. 0 40 50. 6 42 43. 3 21 26. 6 29 29. 9 
（重答） イ フォークダンスと自由表現 21 35 24 25 
ウ 自由表現のみ 3 3. 8 1 1 0 4 5. 1 4 4. 1 6 7.6 7 7. 2 
工作品づく り 8 10. 1 3 3. 1 24 30. 4 32 33. 0 49 62. 0 38 39. 2 
オ わからない
3作品をつくった人ア 音楽を与えられそれにふり 6 75. 0 2 6. 7 19 79. 2 21 65. 6 17 34. 7 23 60. 5 
をつけた
イ お話にふりをつけた
ウ 作品のっくり方を習い音も 2 25. 0 1 33. 3 5 20. 8 11 34. 4 32 65 3 15 39. 5 
っけた
4作品のーをくわしく 習｜ア習った 2 8. 3 6 18. 8 29 59. 2 13 34. 2 
ったか イ習わない 17 70. 8 20 62. 5 18 36. 7 23 60. 5 
ウ わからない 5 20. 8 6 18. 8 2 4. 1 2 5. 3 
5作品一…っt:b｛ァー 5 18 56. 3 29. 59. 2 20 52. 6 
イ たのしくない 18 75.0 11 34. 4 17 34. 7 14 36. 8 




項 目 人数と割合 N % N % 
タンス授業は好きですか ア好き 14 17. 7 23 23. 7 
イ 嫌らし、 17 21. 5 23 23. 7 
ウ どちらでもない 48 60. 8 51 52. 6 
体育コース 養護コース
14名 23名
項 白 人数と割合 N % N % 
「好きjの理由 表現活動がすき 2 14 3 5 21. 7 
（重答） 鈍くてもできるので 2 8. 7 
おどるのがすき 1 7. 1 4 17. 4 
おもしろい 3 13. 4 
自由自在lζ動けるから 5 35. 7 4 
優雅なと乙ろ 4. 3 
創造できてたのしい 1 7. 1 4. 3 
個性が出てたのしい 4. 3 
力を合わせて作るから 2 14. 3 
音楽に合わせてたのしい 3 21. 4 
作品づくり 1 7. 1 
なんとなく 1 7. 1 
体育コース 養護コース
23名 17名
N % N % 
「嫌らい」の理由 グループでするのがし、や 3 13. 0 2 11. 8 
（重答） 創造力がないから 3 17. 6 
作品をつくること 4. 3 1 5. 9 
音楽にふりをつけるのが合わないから 2 1. 8 
決め られたおどりばかりだから 1 5. 9 
表現力が乏しい 6 26. 1 9 52. 9 
ふりがおぼえられない 1 5 9 
めんどう 4. 3 1 5. 9 
むずかしい 2 11. 8 
はずかしい 4. 3 4 23. 5 
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ト・トラック競技のようなスポーツの動きは，ダンスによく似た リズミ カルな連続を持っ


























B I乙分け， Aは主として動きのリズムづくりと表現を多くとり入れ， Bは主として舞踊身
体育成法と動きを多く経験するという 2クラスに分けている。 1単位終了後に作品を発表
するが，作品の印象と しては，Aはよく 感じのある， 何かを表現しようと している様子が
みられ， Bは単lと運動を連続させた感じとなり，右の方向へ運動をするとかならず左の方
向に同じ運動をくりかえし， 次にまた新しい運動が出て来るということで一つの運動を発




化しおもしろかった。」とし，BはAIζ対し 「何かを表現しようという ような感じがこ もっ
ていた。自分達のは舞踊ではないと思った。」ということであった。しかし，日頃はAは表
現的な運動ばかりでなかなか動きが出てこないし，恥かしいし，感情のこも った動きなの
で手をぬいてやれないので，Bのように曲に合わせていろいろな運動を したいという ζ と
であった。また Bは，曲lζ合わせて次々いろいろな運動を習う のでたのしかったという こ
とであった。学生は比較的踊るこ とはよろこぶようである。作品の長さについても Aは3
分位のものを作り， Bは l分位となり，聞がもてない Bは次々運動を続け，やることがな






の 1つは，自分の知ってる範囲のステ ップを 2種類以上，手ぶりをつけて聞にポーズを 2
つ入れてひとまとまりの連続した動きをつくる。Bはこのよう な運動経験は豊富であるに



































ない。また， できた作品をliK見せ合う ことが次の段階に進むにあた り大きなプラスとな
るようである。本学においては体育コ ースは舞台経験もさせ，作品も見る機会があるので
かなり舞踊作品を高めて踊る乙とができ ，人の作品をみること Kより 上達する乙とがよく
わかる。従って発表会終了後のア ンケー トでは，全員が舞踊のすばらし さを感じたと述べ















な運動は子どもにと って基本的な本能的なものである。 ダンスの運動を探求するこ とは，
肉体的精神的挑戦であり， 運動の表現性を理解するこ とである。 子どもが他のものをよそ
42 布上・ダンスの指導過程K関する一考察
おい，ある考えを伝達する想像的な運動は， 子どもの世界に存在する事物に対する興味か





指導者が豊富な動きの財産をも っていなければならない。 3年生になり 入ってく る表現運







リズミカルな運動をつく る，fこのしく 踊るなどを経験するに止ま り， 1つの作品を踊るこ
とにより表現技術をたかめ，協力 ・責任などの精神を昂揚するなどは経験させることがで
きない。 R・L・マレイは「子ど もの教育におけるダンスの主要な価値は， 表わし，伝え，
そして楽しむために，子どもたら自身が踊りをつくる体験をもっ ζ とにある。それぞれの
個性や体験にもとづいて独特なものをつくりだす可能性を持っている。子どもたちのすべ
てが， 創作過程で生き生き と活動しなければならない。子ども たちにそのよう な活動をさ
せることができるのは，子どもたちを自由にしながら 自然に創作を進めていくような指導
をする教師である。」と述べているが，子ど もたちの可能性だけはひき出したいと考える。






をつくらなくてもよいとなれば， 指導過程は作品づくりへの方向性をも たなくても， 感じ







が自信を持って動けるようにな りかけたら，しだし、に感じのある動き ができたり ，つくれ
たりするように導く 。この学習からがダンスの基礎的な学習といえる。」と水谷氏が述べて



















かねない。だからといっていきな り創作を与えられで もよりど乙 ろもなく作る乙とが困難
となる。
学校で行われているダンスには，ダンス創作や創造的運動体験が欠けている場合がある。





















ことと創造表現することの相異を感ずる。従って運動を数多 く知っている こと と考えを動





ったよう である。 新指導要領によ り，ある一定の長さの作品与をつくらなくてもよいことに
なったわけであるが，指導過程がうま くいけば感じのあるひとまとまりの動きがうまくで
きkり，当然自然にそれがある長さを要求するようになり作品につながっていくと考えら
れる。 それが中学生ともなれば，その年令にふさわしい長さのま とまりを もって作品がで





をし， 多くの作品を見，自分自身の肉体をも って動きの表現ができ るようにある程度鍛え
ていく必要がある。表現力に欠けた指導者からはよい動きの表現をひき出す力はうまれな
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